
2013年 2 月 24日 

 

第２回 放射線被ばくと健康管理のあり方に関する市民・専門家委員会 

議事次第 

 

 

１．日時：2013年 2 月 24日（日）16:00～18:00 

 

２．場所：貸会議室 内海  

 

３．議題 

１）最新情報の共有（福島県県民健康管理調査・甲状腺がん／ラリーサ・S・バ

ーレヴァ博士来日講演 など） 

２）原子力規制委員会「住民の健康管理のあり方に関する検討チーム」につい

て 

３）緊急提言の提出および院内集会について 

４）その他 

 

＜資料一覧＞ 

資料１：高松委員ご提供資料 

資料２：村田委員ご提供資料 

資料３：ラリーサ・S・バーレヴァ博士講演録（吉田委員ご提供資料）  

資料４：原子力規制委員会「住民の健康管理のあり方に関する検討チーム」に

関するメモ 

資料５：福島県県民健康管理調査の問題点およ健康管理のあり方について 

緊急提言（案） 

資料６： 3月 7日院内セミナー企画案 

 

参考資料：福島県甲状腺検査～3人が甲状腺がん、7人悪性疑い  

         第 10 回福島県「県民健康管理調査」検討委員会（2 月 13 日）資料よ

り抜粋 

  



出席委員（五十音順） 

 

崎山 比早子／高木学校、元放射線医学総合研究所主任研究官、医学博士 

阪上 武／福島老朽原発を考える会 

島薗 進／東京大学大学院人文社会系研究科教授 

高松 勇／小児科医、医療問題研究会、子どもたちを放射能から守る全国小児科

医ネットワーク 

中手 聖一／子どもたちを放射能から守る福島ネットワーク 

福田 健治／弁護士、福島の子どもたちを守る法律家ネットワーク 

村田 三郎／阪南中央病院 副院長 

山田 真／小児科医、子どもたちを放射能から守る全国小児科医ネットワーク代

表 

吉田 由布子／「チェルノブイリ被害調査・救援」女性ネットワーク 

 

 

＜事務局＞ 

青木一政／福島老朽原発を考える会 

渡辺瑛莉、満田夏花／国際環境 NGO FoE Japan 


